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近年、半導体産業や有機 EL 産業でのハイテク化に伴い、ガス中微量水分（モル分率 1 ppm 以

下）の量を精確に測定、管理する需要が高まってきている。特に、水に弱いとされる有機 EL 素

子の保護に使用されるバリアフィルムの業界においては、その評価のためにはフィルムを透過し

てきた 10 ppt以下もの微量な水分の測定が必要であると言われている。水には吸着・脱離の性質

があることから、バリアフィルムの評価装置内の残留水分を完全に消すことはできないため、実

際の評価においては、数 100 ppt程度の微量水分の変化を 10 ppt以下の感度で検出する必要がある。

このように微量な水分を高感度に精度良く測定可能な装置の開発が求められている。 

発表者はこれまで、微量水分を高感度に測定するための手法として、キャビティリングダウン

分光法（CRDS）を用いた微量水分測定装置の開発を行ってきた。CRDSに使用するミラーの反射

率を高く（共振器のフィネスを高く）することで測定感度の向上を目指している。高フィネス（フ

ィネス 15万）の共振器を使用しているため、レーザー光を共振器に透過させるのが難しいという

問題があったが、HeNe レーザーを用いて共振器長を制御[1]、さらに CRDS 測定用レーザーの周

波数を波長計の値を用いて制御するという独自の手法（波長計制御型 CRDS[2]）を用いることで、

複雑な機構なく、長時間安定して測定することが可能となった。実際に 1 ppb の微量水分を測定

した結果、10 pptレベルでの高感度

測定を実現できた。さらなる高感

度化のためには、より詳細なスペ

クトル解析が必要なこともわかっ

たため、解析に用いる関数として、

水分子と媒質ガスの衝突の影響を

考慮した Speed-dependent Voigt 

profile (SDVP) [3]の導入を行った。

さらに微量水分量を変えて測定し、

検出限界の検証を行った。          Fig.1 Near-infrared spectrum of H2O in N2 (1 ppb).  

The residuals for SDVP fits to the data are plotted. 
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